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46 CIAS Discussion Paper No.54 2004年スマトラ沖地震・津波復興史Ⅰ
●また、北海岸に外部勢力が多数存在することは、地方当局などによる救援・復興活動の健全性や効率を高め
る役割を果たすことができると思われる。
●さらに、個別NGOや個人による活動だけでは、西海岸の事例のように、現地カウンターパートが限定される
ために特定勢力との結びつきが警戒されてしまったり、治安当局と一対一で交渉せざるを得なくなったり
することが懸念される。複数勢力が入ってコンソーシアム型の救援・復興活動を行うことは、このような障
害を防ぐ上でも有効であると思われる。
北海岸では津波・地震による直接的な被害は軽微だが、外部勢力のプレゼンスは救援・復興活動を健全に進める
うえで大きな役割を果たすと考えられる。北海岸での外部勢力のプレゼンスを高めることは、これまで紛争を理
由に外国人のアチェ入域が長く制限されてきたことを考えれば、長期的に見たときにアチェ紛争を含むアチェ問
題の解決につながりうる大きな機会であると考えられる。
